
関

西
に

於

け
る

地

方

共

通

語

化
に
つ

い

て

. . 

関西lζ於け る 地方 共 通 語 化 について

全
国
共
通
語
化
と
は、
今
の
場
合、
現
実
に・
は
東
京
語
に
なっ
て
い
く
と
と

で
あ
る。
一
方、
た
と
え
ば、
九
州
に
は
九
州
の
文
化
的
中
心
地
が
あ
り、
そ

の
地
の
乙
と
ば
が
九
州一
円に
広
がっ
て
い
く
と
と
が
あ
る
と
考
え
る。
同
様

に

ι
西
で
は
大
阪
意

思

議
に
広
がっ
て
い
ぐ
を。
ζ
の
よ
う
な
現

象
在
地
方
に
お
け
る
地

方洪
通'
語、
化
とe
考
え
る。

本
稿
の
場AA
関
西
坐
域
引
い
か
に

大阪
弁
的
に
なっ
て
い
く
か、
と
い
う

と
と
を
見
る
もの
で
あ
るApo-

と
乙
で、
大
阪
弁
の
特
徴
と
も
い
うべ
き
も
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
に
関
西一
円
に
広
まっ
て
い
く
か
を
見
る。

ま
ず、
指
定
の
助
動
詞
「
ダ」
に
つ
い
て。
「
ダ・
ジ
ャ・
ヤ」
の
動
き
を

み
よ
う。

(
図
A)
は、
明
治
三
十
九
年
(一
九
O
六
年)
文
部
省
の
国
語
調
査
委
員
会

に
よ
る
『
口
語
法
分
布
図』
に
基
づ
い
て
作
図
し
た
も
の
で
あ
る。
(
図
B)

は、
平
山
輝
男
著
『
日
本
の
方
言』
(
昭
四
三・一
九
六
八)
か
ら
とっ
た
も
の

で
あ
る。
(
図
A)
と
(
図
B)
と
の
聞
に
は
約
六
十
年
の
差
が
あ
る。
乙
の

二
つ
の
地
図
は
そ
の
調
査
方
法
に
も
違
い
が
あ
る
の
で
ζ
れ
を
単
純
に
比
較
す

鎌

田

良

る
乙
と
は
ど
う
か
と
思
う
点
も
あ
る
が、
両
図
の
六
十
年
間
に
ど
の
よ
う
な
変

化
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か。

(
図
A)
も
(
図
B)
も
東
部
が
ダ
で
あ
る
乙
と
に
は
変
わ
り
は
な
い。

富
山・
岐
阜
両
県
は(
図
A)
で
は
ジ
ャ
地
域、
(
図
B)
で
は
ジ
ャ
・
ヤ
の
並

用
地
域
に
なっ
て
い
る。
と
れ
は
大
阪
か
ら
ヤ
が
進
出
し
て
き
た
も
の
と
み
る。

石
川・
福
井
は
両
図
と
も
ジ
ャ・
ヤ
並
用
と
なっ
て
い
る。

近
畿
全
般
は
(
図
A)
で
は
ジ
ャ・
ヤ
並
用。
(
図
B)
で
は
ヤ
専
用
と
い

う
乙
と
だ
か
ら、
乙
の
六
十
年
聞
に
ジ
ャ
の
後
退
が
あっ
た
も
の
と
み
る。

次
に、
(
図
B)
の
山
陰
は
ダ
専
用
に
なっ
て
い
る
が、
(
図A)
で
ダ
専
用

は
松
江
市
付
近
と、
京
都
府
宮
津
市
付
近
に
わ
ず
か
に
あ
る。
松
江
市
周
辺
に

ダ・
ジ
ャ
並
用
地
域
が
あ
る。
と
れ
は
(
図
A)
と
(
図
B)
と
を
あ
わ
せ
見

る
と
き
ダ
の
発
生
か
ら
そ
の
進
出
と
み
る
と
と
が
で
き
る。

(
図A)
の
松
江
の
ダ
と
京
郡
府
の
ダ
と
が、
中
間
の
鳥
取
市
南
の
ダ・
ジ
ヤ

注l

並
用
地
域
を
介
し
て
連
ら
なっ
た
も
の
と
み
る
乙
と
が
で
き
よ
う。

(
図
A)
の
近
議
で
は、
ヤ
専
用
は
大
阪
付
近
に
ど
く
僅
か
に
あ
る
の
み
で

あ
る。
乙
れ
に
つ
い
て
前
田
勇
氏
は
「
指
定
助
動
詞
『
や』
に
つ
い
て」
(『
近

畿
方
言
一
二』
昭
二
七)
で
次
の
よ
う
に
述べ
て
い
る。

口
語
法
調
査
報
告
書
の
大
阪
府
を
見
る
と、
「
や」
は
ま
だ
府
下
の
「
ぢ

1 



ゃ」
を
さ
え
駆
逐
し
去っ
て
い
な
い 。

泉
南
郡

泉
北
郡

堺
市
西
成
郡

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 大
阪
市

。

ぢや
や

ヤ指定助動詞ダ、 ジ守、

、Vダ <Dジ守 ヤ並周

1II11 :; �②ダ、九十胡

後ャ

。:ダ、ジマ

@不明、報告不着

図
A)

「日本方言地図j 、r口語法分布図J 1 906年 (東条操先生古橋詰念会より作図)

北
河
内
郡

豊
能
郡

や

O

O

ぢ
ゃ

O

O

ヤ
専
用
地
域
を
示
す
も
の
で
あ
る 。
ま
た 、
同
蓄
に
次
の
よ
う
に
あ
る 。

大
阪
に
お
け
る
指
定
助
動
詞
「

や」
の
発
生
は
天
保
の
終
り
近
い
頃
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
そ
し
て
今一
つ
想
像
さ
れ
る

乙
と
は
乙
れ
は
元
来
女
性
の
聞
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙

と
で
あ
る 。
用
例
も
女
性
の
場
合
が
多
い
の
み
な
ら
ず 、
ど
う
も
語
感
が

女
性
的
で
あ
る 。
乙
の
想
像
を
裏
付
け
て
く
れ
る
も
の
は
口
語
法
調
査
報

告
書 、
京
都
府
船
井
郡
の
報
告
に
見
え
る
次
の一
条
で
あ
る 。

言
葉
ノ
末
ノ
断
定ニ
用
ヰ
ル
「
で
あ
る」
ヲ
約
転
シ
テ
ジ
ヤ
又ハ
ヤ

東
成
郡

。

中
河
内
郡

。

南
河
内
郡

。

2 

_.t� 

平山輝男著 『日本の方言� 1968 

げら「じゃfや」の分布

図r1.ご」の方言

回「じゃJの方言

�r�jの方言

、(
図
8)



ト
云
ヒ、
而
シ
テ
刊
ノ
多
クハ
婦
人
又ハ
児
童ニ
使
用
セ-フ
ル
、
ヲ
重

ト
ス
ル
ノ
相
違
点
ア
リ。

右
の
よ
う
に
「
ヤ」
の
発
生
を
天
保
の
終
り
頃
と
し
て
い
る。
同
氏
は
『
近

世
上
方
語
辞
典』
で
は、

や
(
助
動)
指
定
助
動
詞
「
ぢ
ゃ」
の
枇、
弘
化
頃
か
ら
現
れ
る。
た
だ

し、
未
然
形
「
や
ろ」
が
多
く、
終
止
形
「
や」
は
ま
れ
で
あ
る。

と
あ
る。
天
保・
弘
化
は
い
ず
れ
も、
一
八
四
0
年
代
で
あ
る
か
ら、
約
百
四

十
年
前
に
で
き
た
も
の
と
い
う
乙
と，に
な
る。
し
か
も、
そ
れ
が
大
阪
付
近
の

女
乙
と
ば
と
い
う
乙
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か。

東
山
陰
の
兵
庫
県
北
部
は
但
馬
で
あ
る。
但
馬
は
(
図
B)
で
ダ
地
域
に
な

っ
て
い
る
が、
ジ
ャ
地
域
も
あ
る。
『
方
言
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
||乙
とば兵庫県
||』

(「
の
じ
ぎ
く
文
庫・
昭
三
八)
の
岡
田
荘
之
輔
氏
に
よ
れ
ば
(
図D)
の
通
り

注2

で
あ
る。

関西lζ於 け る 地方 共 通諮化 に つ いて

岡
田
氏
の
『
但
馬
乙
と
ば』
(
兵
庫
県
立
文
教
府・
昭
五
三)
に、

朝
来
郡
山
口・
荒
川
義一
(
明
三一
生)
不
断
は
ヤ
を
用
い
る
が
時
に
ジ

ャ
が
出
て
く
る、
朝
来
郡
で
ジ
ャ
が
ヤ
に
移
り
変っ
た
の
は
大
正
時
代
の
事

と
思
わ
れ
る。
あさζ

と
あ
る。
「
朝
来
郡
で」
と
あ
る
が、
乙
の
人
は
旧
山
口
村
の
人
で
あ
る
と
い

う
点
を
重
く
見
る
と、
(
図
C)
の(
SN口)
の
線
あ
た
り
に
大
阪
の
ヤ
が
北
進

し
て
き
た
の
は
大
正
時
代
と
い
う
と
と
に
な
る。
大
正
時
代
と
い
っ
て
も
十
五

年
間
あ
る
の
で
い
つ
の
乙
と
か
わ
か
ら
な
い
が、
一
応、
中
頃
の
大
正
九
年
頃

と
し
て
乙
乙
K
HUNG
年
の
線
と
し
た、
乙
の
線
は
あ
く
ま
で
も
仮
の
線
で
あ

ヲ匂。(
図
C)
の
氷
上
郡
と
朝
来
郡
と
の
境
界
線
が
京
都
府
に
接
す
る
あ
た
り
が

や
〈
の

京
都
府
の
夜
久
野
で
あ
る。
岡
田
氏
の
『
但
馬
乙
と
ば』
に
「
丹
波
の
夜
久
野

か
ら
福
知
山
に
か
け
て
は
ヤ
は
a阿
人
用
語、
グ
ャ
は
由民
人
用
語」
と
なっ
て
い

79。

や
ぶ

隣
の
養
父
郡
に
つ
い
て
岡
田
氏
の
同
蓄
に
次
の
よ
う
に
あ
る。

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
養
父
郡
内
に
は
断
定
助
動
詞
ヤ
は
現
れ
て

い
な
かっ
た。
『
養
父
郡
誌』
は
そ
の
頃
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る。
そ
の
方

言
説
の
章
に
は
ヤ
は
現
れ
な
い。
養
父
郡
誌
編
集
委
員
五
人
の
中
に
当
時
の

養
父・
大
蔵
両
小
学
校
長
が
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
点
か
ら
み
て
も、
も
し

当
時
ヤ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
言
及
し
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
わ
れ
る。

和
田
実
氏
が
昭
和
二
十一
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て、
旧
兵
庫
師
範
学
校

女
子
部
の
学
生
に
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て、
東
条
操
氏
の
「
語
法
文
例
調
査」

に
よ
り
近
隣
の
老
若
男
女
に
つ
い
て
調
査
さ
せ
た
も
の
が
あ
る。
そ
の
結
果
を

拝
借
し
検
討
し
た
結
果、
朝
来
郡
和
田
山
町
で
は
ダ
を
使
う
人
と、
ヤ
を
使
う

人
と
が
あ
り
ヤ
の
方
が
少
し
多
い
よ
う
で
あ
る。
そ
れ
以
北
は
ダ
で
あ
る
が、

出
石
町
は
ジ
ャ、
養
父
郡
関
宮
町
は
ジ
ャ
に
なっ
て
い
る。
但
馬
全
般
は
ダ
で

あ
る
が
そ
の
周
辺
部
の
東
と
西
と
に
ジ
ャ
が
残っ
て
い
た
乙
と
に
な
る。

ま
た、
ヤ
が
朝
来
郡
山
口
か
ら
郡
の
北
端
和
田
山
町
ま
で
北
進
し
て
き
た
こ

と
に
な
る。
乙
れ
を
(
図
C)
に
巴品目
年
の
線
で
示
し
た。

昭
和
五
十
五
年
末
か
ら
五
十
六
年
は
じ
め
に
か
け
て
私
が
調
査
し
た
結
果
は

(
表1)
で
示
す。
(
表1)
は、
指
定
助
動
詞
と
形
容
動
詞
終
止
形
に
つ
い
て

調
査
し
た
も
の
で
あ
る。

ょうか

調
査
地
点
①
和
田
山、
②
養
父、
③
八
鹿
な
ど
の
数
字
は
(
図
C)
に
示
し

た
地
点
番
号
で
あ
る。

①
か
ら
⑤
ま
で
は
国
鉄
山
陰
本
線
が
通っ
て
い
る。
⑥
①
は
笠
岡
か
ら
パ

ス、
③
③
は
八
鹿
か
らパ
ス
が
通っ
て
い
る。
笠
岡
市
以
外
は
み
な
郡
部
の
町

で
あ
る
(
兵
庫
県
に
は
村
は
な
い)。

3 



乙
の
町
の
中
学
校
二
年
ま
た
は
三
年
生
の一
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
調
査
し
た 。

も
ち
ろ
ん
他
の
町
の
者
な
ど
生
育
地
で
不
適
者
は
除
い
た 。
各
中
学
で
二
十
名

か
ら
三
十
数
名
で
あ
る 。
「
少」
は
中
学
生 。
「
成」
は
成
入
居
で
そ
の
学
区

(
校
区)
の
三
十
歳
か
ら
四
十
歳
の
男
女 、
人
数
は
中
学
生
の
場
合
と
ほ
ぼ
同

数
で
あ
る 。
ソ
ウ
ダ
ァ
タ
な
ど
の
ダ
ッ
タ
を
使
う
者
の
数
を
百
分
率
で
示
し

た 。
二
十
数
名
の
百
分
率
で
あ
る
か
ら 、
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
っ
て
も一
人
か

行政区画、 方言区画兵庫県

!f， 作

4甜
li'l 

図
C)

1可
，1， 
瓜

二
人
で
あ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
を
男

注3

女
別
に
示
し
た 。

(
表
1)

の
ダ
ッ
タ・
ヤ
ッ
タ

の
項
で
②
養
父
町
の
男・
成
人

は
ヤ
ッ
タ
が
百パ
ー

セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る 。
養
父
町
の
被
調

査
者 、
成
人・
男
は
全
員
が
ヤ

ツ
タ
で
あ
る 。
乙
れ
に
対
し
て

①
八
鹿
の
「
少」
の
男
は
ダ
ッ

タ
が
九
十
四パ
ー

セ
ン
ト

を
占

め
て
い
る 。
ζ
の
②
と
③
と
の

聞
に
ダ
と
ヤ
と
の
墳
が
あ
る
よ

う
だ 。
乙
れ
に
よ
り
(
図
C)

の
②
養
父
の
北
に
包
巴
年
の

線
を
引
い
た 。

(
表
1)
に 、
豊
岡
市
が
A­

B
に
分
か
れ
て
い
る 。
B
は
豊

岡
市
の
駅
前
商
庖
街 。
A
は
そ

の
反
対
側 、
駅
裏
か
ら
三
キ
ロ

ほ
ど
離
れ
た
と
乙
ろ
で
あ
る 。

乙
れ
に
つ
い
て
は 、
『
方
言

と
乙
ろ
ど
乙
ろ』
で
岡
田
氏
が

「
興
味
あ
る
現
象
は
ダ
の
海
の

ヤ

中
に 、
飛
び
矢
の
あ
る
乙
と
で 、

八
箆
町

や
豊
岡
市
の
駅
前

や
商

(
図
D

4 
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図
E)
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関西(C於け る 地方 共通語 化 に つ いて

(表1 ) 男 女

l M | ヤツタ | … | タフタ | ヤツタ | … 

少|成 少|成 少|成 少|成 少|成 少|成
①和田山 5 95 。 。 100 。
②宝E 父 28 。 72 100 。 。 23 22 69 78 8 。
③八 鹿 94 92 6 8 。 。 83 47 17 47 。 6 
④日 高 100 100 。 。 。 。 100 88 。 w三 。 � 
⑤登 岡A 95 100 5 。 。 。 96 92 4 。 。 8 
" B 79 21 。 。 84 16 。

⑥出 石 41 60 59 w旦 。 10 20 40 I 80 60 。 。
⑦但 東 67 87 33 3 。 10 90 70 10 20 10 
③大 屋 11 11 」旦旦 78 � 11 。 19 100 。 50 
①関 時) 一旦」三 一竺 � 1_8 1� 1�_竺止す) I�ー竺

(西) 1 86 1 100 1 14 1 0 1 0 1 0 1 71 1 57 I 29 1 43'1 0 1 0 

①和田山
②繋 父
③八 箆
③日 高
⑤豊 悶A
" B 

⑥出 石
⑦但 東
③大 屋

③関 宮(東)
" (西)

①和田山
②� 父

③八 箆
③日 高
⑤笠 岡A
" B 

⑥出 石
⑦{日 東
③大 屋

③関 宮(東)
" (西)

5 

男 女| ダケド | ヤケド |内ケド| タケド | ヤケド lhケド
少|成 少|成 少|成 少|成 少|成 少|成

5 95 。 。 100 
26 o I 74 100 。 。 23 22 77 78 

100 92 。 8 。 。 67 60 33 27 
100 90 o I 10 。 。 100 100 。 。
90 100 10 。 。 。 95 96 5 4 

78 22 。 86 14 
45 60 55 30 。 10 37 30 63 70 
71 79 24 w土 5 7 93 50 7 40 
47 22 53 67 。 11 。 12 100 63 
36 46 64 � 。 27 52 45 44 22 
72 100 28 。 。 。 43 86 57 14 

男 女|静カダ|静カヤ 惇子云|静ぺ静カヤ
少|成 少|成 少|成 少|成
11 I I 89 I I 0 I 0 I I 100 
�I __ O I�I___!QQ_I __ O I_O I�I�I�W工

100 67 。 33 。 。 61 61 39 33 
93 90 7 10 。 。 91 93 9 7 
90 100 10 。 。 。 95 67 5 33 

84 16 。 48 52 
50 60 50 40 。 。 40 43 60 57 
76 90 24 7 。 3 93 80 7 10 
18 11 82 67 。 22 13 12 87 50 
50 46 43 27 7 27 67 45 30 
70 100 20 。 10 。 50 71 50 

。
。 。
。 13 
。 。
。 。

。
。 。
。 10 
。 25 
4 33 
。 。

少
静カ
|

53
成; 1

。 。
o I 6 
。 。
。 。
。 。

。 。
。 10 
。 38 
3 I 22 



(表2 ) 男 女

l町ータl - | アアタ | アータ | 一 | アツタ
少|成 少|成 少|成 少|成 少|成 少|成

①和fll山 5 32 63 。 11 
②主E 父 o I 60 9 20 91 20 9 11 。 11 � 78 
③八 鹿 。 25 。 。 100 75 11 27 。 13 91 60 
④日 高 7 30 。 30 93 10 35 10 。 89 65 
⑤22 問A 。 36 5 。 95 64 5 29 5 4 80 67 

" B 23 28 50 18 8 90 75 
⑤出 石 10 20 14 20 76 60 13 14 7 36 80 50 
(lli日 東 9 34 9 21 82 45 11 10 7 20 82 70 
③大 屋 。 33 12 23 88 44 o 29 。 12 100 59 
⑤関 宮(東) 27 18 12 18 61 64 30 33 。 11 70 56 

" (商) 30 100 20 。 50 。 。 71 。 。 100 29 

男 女)カータ| コータ | カバ | ヵータ | コ→ カッタ
少|成 少|成 少|成 少|成 少|成 少|成

①和田山 。 47 53 。 17 !一旦
②養 父 4 I 66 4 17 92 17 。 22 。 11 100 67 
③八 鹿 。 33 。 8 100 59 。 20 。 7 100 73 
@日 I司 7 I 40 。 。 93 60 14 29 10 。 71 
⑤登 岡A 10 36 。 。 90 65 13 35 。 4 87 61 

" B 
一

⑥出 石 5 10 10 30 85 60 13 9 6 23 81 68 
⑦{日 東 18 74 18 34 64 42 4 10 7 50 89 40 
③大 屋 o I 44 12 12 88 44 。 38 。 。 100 62 
⑨関 宮(東) 13 30 8 10 79 60 28 33 4 11 68 

-
5
1

6 
4 | " (西) 25 100 13 。 62 。 17 72 。 14 83 

男 女I�即日夕ル|コーlカツテクノレ|…Jレ|コー
少|成 少|成 少|成 少|成 少|成 少|成

①和田山 5 -�-_[_-一一 42 28 一ートユ三
②養 父 13 60 13 40 74 。 9 11 9 67 
③八 鹿 。 17 14 8 86 75 11 13 。 20 89 67 
④日 高 20 20 。 10 80 70 10 31 5 一一� 63 
⑤笠 同A 10 �旦 10 14 80 50 。 25 。 17 100 58 

" B ___E__f_一一 31 33 17 6 78 
⑥出 石 9 30 w土 10 77 � 20 5 13 41 67 54 
⑦{日 東 9 I 24 26 42 65 � 7 22 50 71 40 
③大 屋 。 22 22 11 78 67 7 7 6 86 63 
⑨i刻 宮(東) 20 45 � 。 72 � 26 」主土 4 70 56 

" (西) 27 100 18 。 55 。 17 57 17 。 67 43 

6 



(表3 ) 

少 年 間
チヤウ | 食ベレレヘン 見…|カラ(で馴�I起キヨー | 起キョ�I 起キュー

刻|女 別| 女 見|女 児| 女 児|女 児|女 別|女
①和ITI山 30 42 63 79 58 79 5 。 78 100 26 。 。 。

②旋 父 14 22 68 80 77 80 5 。 91 100 14 。 。 。

③八 鹿 13 20 73 94 73 94 7 6 87 98 17 5 。 0 1 

④日 TIl T iI 27 20 93 90 100 85 7 20 93 100 20 10 。 。l

⑤笠 問 65 」三旦 80 100 85 91 15 9 90 82 12 14 。 5 
⑥出 石 30 33 100 100 89 100 5 。 100 93 。 27 。 。

⑦但 東 19 32 90 82 86 82 24 11 100 82 5 24 。 。

③大 昆 66 |ト一一一7 94 100 82 100 24 36 100 93 12 7 。 。

⑨関 宮(東〕 。 25 86 96 76 91 62 61 71 78 19 17 14 13 
" (西〕 29 30 71 100 71 100 57 60 43 40 29 80 57 60 

t-

成 入 居
チヤウ|食ベレレヘγ叶カラ(で場町村ー叫 ん |起キュー

男 女 男 |女 男|女 男 | 女 男|女 男 |女 男 | 女
①和問山
宣j!f 父 。 11 80 56 60 56 40 22 100 1∞ 20 。トo 。

③八 鹿 2 50 67 73 67 53 25 13 84 80 8 33 8 7 
④日 l司 。 6 90 56 90 44 20 25 80 81 30 31 10 。

⑤豊 岡A 。 2 71 71 64 71 14 17 100 83 29 21 トユ 4 
" B 4 23 58 61 54 u工 8 9 88 88 13 13 。 。

⑤出 石 。 18 100 91 100 91 。 14 80 82 20 18 。 。

⑦{日 百L 。 10 45 90 52 70 17 10 79 100 38 20 7 。

③大 民 。 6 89 50 56 38 33 31 100 69 22 25 。 6 
③関 宮(東〉 。 。 45 78 55 67 45 33 64 67 9 22 36 :1 " (西〉 。 。 100 43 50 14 50 14 50 43 。 29 50 
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庖
街
で
は
上
方
直
輸
入
の
マ
カ
シ
ト

キ・
ソ
l

ヤ
ロ
な
ど
が
自
由
に
語
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る」
と
記
し
て
い
る
と
と
に
よ
り 、
ま
た 、
先
の、
京
郡
府
夜
久

野
で 、
ヤ
は
商
人
用
語 、
ジ
ャ
は
農
人
用
語
と
あ
る
ζ
と
な
ど
か
ら
但
馬
の
中

心
地
豊
岡
市 、
そ
の
豊
岡
市
の
さ
ら
に
中
心
地
駅
前
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の

で
あ
る 。

駅
前
商
庖
街
と
そ
の
他
と
の
比
較
を
し
て
み
る
に 、
男・
成
人
で
い
え
ば
大

阪
的
な
ヤ
ッ
タ
は
A
が
ゼ
ロ
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
B
の
駅
前
は
二
十一
日比 、

同
じ
く
女・
成
人
は
A
が
ゼ
ロ
で 、
B
が
十
六
と
い
う
乙
と
に
な
っ

て
い
る 。

駅
前
商
庖
街
の
方
が
そ
れ
だ
け
大
阪
弁
的
に
な
っ

て
い
る
乙
と
に
な
る 。
「
静

カ
ダ」
も
同
じ
く
B
の
方
に
ヤ
が
多
く
な
っ

て
い
る 。
笠
岡
市
の
周
囲
は
ダ
で

あ
る
が
市
の
駅
前
商
庖
街
だ
け
に
ヤ
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
と
が
認
め
ら
れ

る 。
ダ
は
東
京
式
で
あ
り 、
全
国
共
通
語
式
で
あ
る
が
地
方
に
お
い
て
は 、
よ

り
文
化
的
中
心
地
の
大
阪
弁
的
な
ヤ
が
飛
び
火
の
よ
う
に
但
馬
の
文
化
的
中
心

注4

地
盤
岡
市
に
移っ
た
の
で
あ
る 。

せきのみや

①
関
宮
町
の
(
東)(
西)
と
あ
る
の
は 、
土
地
の
人
の
意
識
で
町
の
中
央
部

に
あ
る
関
宮
中
学
校
の
東
(
国
鉄
八
段
駅
に
近
い
方)
は
ヤ 、
西
(
鳥
取
県
寄

り
の
方)
は
ダ
で
あ
る
と
い
う
の
で 、
乙
の
二
つ
に
分
け
た 。
大
体
そ
の
よ
う

に
な
っ

て
い
る
が 、
女
子
成
人
ヤ
ッ
タ
は
逆
に
な
っ

て
い
る 。
乙
れ
は
ジ
ャ

が

注5

存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か 。

(
表
2)
に
つ
い
て 。
山
陰
は一
般
に
「
会
う」
「
買
う」
は
促
音
便
に
な
る

の
で
あ
る
が 、
但
馬
は
そ
れ
と
は
別
に 、
白
E
連
母
音
が
ア
!

と
な
る 。
「
会
γ

タ」
と
も
な
る
が
ア
1
タ
と
も
な
る 。
「
頁
ッ
タ」
と
も
な
る
が
カ
l
タ
と
も

な
る。乙

れ
に
対
し
て 、
(
会)
オ
l
夕 、
(
買)
コ
l

タ
と
な
る
の
は
大
阪
的
で
あ

る 。
但
馬
に
は
本
来 、
ォ
!

タ・
コ
i

タ
の
形
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
ζ
の

オ
l

タ・
コ
l
タ
が
ど
の
よ
う
に
但
馬
に
進
出
し
て
き
で
い
る
か
を
見
る 。
乙

れ
に
つ
い
て
も
豊
岡
の
A
と
B
と
を
く
ら
べ
る
に
B
の
駅
前
の
方
が
大
阪
的
な

言
い
方
が
多
い 。
そ
し
て
僅
か
な
が
ら
女
子
の
方
が
大
阪
的
で
あ
る
と
も
言
え

よ
う 。
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(
表
3)
に
つ
い
て 。
ダ・
ジ
ャ
・

ヤ
を
調
べ
る
た
め
に
東
条
操
氏
の
「
語

法
文
例
調
査」
の
中
の
三
文
例
に
つ
い
て
も
行
な
っ
た 。
そ
の
中 、
「
ち
ょ
っ

と
来
い 、
と
と
を
見
ろ 、
ζ
の
い
た
ず
ら
は
お
前
だ
ろ
う」
と 、
「
今
夜
は
冷

え
る
か
ら 、
夜
中
に
雪
が
降
る
だ
ろ
う」
に
つ
い
て 、
と
の
「
だ
ろ
う」
を
ダ

ロ
l

か 、
ジ
ャ
ロ
ー

か 、
ヤ
ロ
l

か
の
い
ず
れ
か
を
答
え
て
く
れ
る
も
の
と
思

っ
て
調
査
し
た
と
乙
ろ 、
「
お
前
だ
ろ
う」
を
「
オ
7
エ
卜
チ
ガ
ウ
カ
ま
た
は

チ
ャ
ウ
カ
(
と
迷
う
か
と
「
雪
だ
ろ
う」
を
「
雪
ト

チ
ャ
ウ(
と
迷
う
か)
カ」

と
答
え
る
者
が
意
外
に
多
か
っ
た 。
そ
こ
で 、
(
表
3)
の
「
チ
ャ
ウ」
は
「
お

前
だ
ろ
う」
を
「
オ
7
エ
ト

チ
ガ
ウ
カ・
チ
ャ
ウ
カ」
な
ど
と
答
え
た
率
を
示

し
た 。大

石
初
太
郎
「
敬
意
の
度
合
い
の
測
定」
(『
月
刊
文
法

第一
巻
二
号』
昭

四
三)
に
「
関
東
の
『

||
ダ
ロ
ウ』
に
対
す
る
関
西
の
『

||
ト

チ
ガ
ウ
カ』

も
型
の
相
違
の一
つ
だ
が
も
と
も
と
や
は
り 、
対
人
態
度
の
違
い
に
基
づ
く
も

の
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う」
と
あ
る
よ
う
に 、
「
ト

チ
ガ
ウ
カ」
型
は
関
西
の
特

色
で 、
乙
れ
も
大
阪
的
と
見
る
と 、
乙
れ
が
但
馬
に
ど
の
よ
う
に
佼
透
し
て
き

で
い
る
か 。(
表
3)
で
見
る
と
搭
磨
に
近
い
和
田
山
に
多
く 、
そ
れ
よ
り
も
さ

ら
に
文
化
的
中
心
地
の
笠
岡
市
に
多
い 。
成
人
層
よ
り
も
少
年
層
に 、
成
人
で

は
男
よ
り
も
女
に
多
く 。
中
学
生
で
は
約
半
数
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る 。

乙
こ
ま
で
は 、
大
阪
的
な
言
い
方
が
い
か
に
山
陰
の
中
国
地
方
方
言
圏
に
あ

る
但
馬
に
入っ
て
来
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が 、
次
に 、
但
馬
的
な

も
の、
東
山
陰
的
な
も
の
と
い
わ
れ
る
も
の
が
現
在
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
る



関西lζ於け る 地方共通語化 に つ いて

か
に
つ
い
て
見
ょ
う。

「
食べ
る
乙
と
が
で
き
な
い」
の
意
の
不
可
能
表
現
は
但
馬
で
タ
ベ
レ
レ
ヘ

ン
と
な
る。
同
様
に、
見
レ
レ
ヘ
ン
と
な
る。
こ
の
形
は
全
般
に
か
な
り
保
た

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が、
笠
岡
市
の
B
駅
前
商
庖
街
は
A
地
区
よ
り
も
や
や

少
く
なっ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

東
山
陰
の
大
き
な
特
色
と
し
て、
場
所
を
示
す
カ
ラ
が
あ
る)
「
山
デ
弁
当

を
食っ
た」、
「
駅
デ
待
つ」
の
デ
を
カ
ラ
と
言
う、
山
カ
ラ
弁
当
食っ
た、
駅

カ
ラ
待
つ、
と
な
る。
(
表
3)
で
み
る
と
成
人
屈
で
は
ま
だ
い
く
ら
か
あ
る

が
少
年
屈
で
は
少
く
な
っ
て
い
る0・
特
に、
畳
間
の
Be
は
A
よ
り，
も
か
な
り
少

く
なっ
て
い
る。
乙
の
地
独
特
で
大
阪
方
面
で
は
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
言
い
方

は
特
に
少
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か。

「
さ
あ、
起
き
よ
う」
と
い
う
「
起
き
る」
の
意
志
形
は(
図E)
で
見
る
よ

う
に、
日
本
海
に
面
し
た
城
崎
郡・
美
方
郡
と、
笠
岡
市・
出
石
郡
と
養
父
郡

の一
部
と
い
う
広
い
地
域
に
起
キ
ョ
ー
が
あ
る。
(
表3)
の
大
屋・
関
宮
地

域
は
起
キュ
ー
で
あ
る。
南
の
播
磨
に
近
い
と
と
ろ
は
起
キ
ヨ
ー
で
あ
る。
と

乙
ろ
が(
表3)
で
見
る
と
実
際
に
は
殆
ど
使
わ
れ
な
く
なっ
て
い
る
よ
う
で、

特
に
女
子
中
学
生
に
起
キ
ョ
l、
起
キュ
ー
は
な
い
よ
う
だ。

も
と
に
も
どっ
て
(
図
D)
の
借
レ
ル
ダ
ラ
l
の
図
で
あ
る
が、
借
レ
ル
と

は
「
借
り
る」
の
意
で
あ
る。
「
借
り
る」
は
兵
庫
県
下一
般
に
「
借
る」
と
五

段
活
用
に
な
る
の
で
あ
る
が、
但
馬
は
下一
段
活
用
で、
借
レ
ル
と
な
る。
乙

れ
は
可
能
の
意
で
は
な
い。
ζ
の
図
で
「
だ
ろ
う」
が
ダ
ラ
ー
と
な
る
地
域
と

ダ
ロ
!
と
な
る
地
域
と
が
あ
る。
乙
れ
は
曲
ロ
と
O
E
と
の
開
音
と
合
音
と
の

問
題
で
あっ
て、
開Aロ
の
分
か
れ
に
よ
る
も
の
と
見
る
な
ら
ば、
少
く
と
も
江

戸
時
代
に
起
き
た
も
の
で
あ
る
の
か、
も
し、
そ
の
頃
の
問
題
で
あ
る
な
ら
ば

当
時
就
に
ダ
に
なっ
て
い
た
の
で
は
な
い
か、
そ
れ
な
ら
ば
(
図A)
の
明
治

三
十
九
年
の
「
口
語
法
分
布
図」
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が、

(
図D)
で
ダ
ロ
l
の
そ
ば
に
ジ
ャ
ロ
ー
が
あ
る。
ダ
に
なっ
て
し
まっ
て
か
ら

ジ
ャ
ロ
!
と
の
関
係
で
ダ
ロ
ー
に
なっ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。

松
下
大
三
郎
著
『
標
準
日
本
口
語
法』(
昭
五)
に
文
末
の
「
ね
え」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る。

「
ね
え」
と
「
な
あ」
と
は
多
少
違
ふ
点
が
あ
る。
「
な
あ」
は
ア
列
の
音

で
口
を
大
き
く
開
い
て
発
し、
「
ね
え」
は
エ
列
の
音
で
口
を一扇
平
に
し
て

発
す
る
か
ら
発
音
の
努
力
に
対
す
る
自
覚
が
逃
ふ、
口
を
大
き
く
開
く
乙
と

が
無
遠
慮、
決
潤、
男
性
的、
厳
正
の
感
を
与へ、
口
を
一鳳
平
に
す
る
ζ
と

が
歪
曲、
遠
慮、
女
性
的、
親
愛
の
感
を
与へ
る。

と、
ζ
れ
に
対
し
て、
前
田
勇
著
『
大
阪
弁
の
研
究』(
昭
三
四)
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る。

「
ね」
と
「
な」
の
対
立
は
昔
か
ら
関
東・
関
西
の
対
立
で
あ
る。
関
東

で
も
「
な」
は
使
ふ
が
「
ね」
に
比べ
れ
ば
遥
か
に
少
な
い
し、
旦
は
又、

「
な」
の
表
は
す
心
持
な
り
意
味
な
り
は
関
東・
関
西
全
く
逆
で
あ
る。
此

方
の
「
な」
は
目
上
に
伎
ふ
の
で
あ
り、
も
し
同
訟
や
目
下
に
対
し
て
な
ら

情
愛
を
表
は
す
の
で
あ
る。

と、
「
ね」
と
「
な」
と
が
口
の
開
き
云
云
と
い
う
ζ
と
で
あ
れ
ば、
関
東・

関
西
と
で
そ
の
用
法・
待
遇
が
全
く
逆
に
な
る
と
い
う
と
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う

ふHH
と
れ
は
ナ
行
の
問
題
で
あ
る
が、
同
じ
よ
う
に、
近
畿
で
は
疑
問
の
「
か」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
乙
と
が
あ
る。

奥
村
三
雄
『
京
郡
府
方
言』
(『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究』
昭
三
七)
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口
丹
波
は
ケ
が
最
も
多
い
所
で
・
:

口
丹
波
で
は
コ
と
ケ
と
が
対
立
し
て

い
て 、
ケ
は
や
や
丁
寧
な
感
じ
を
伴
う
が 、
山
城
地
方
で
は
ケ
は
む
し
ろ
ぞ

ん
ざ
い
な
言
葉
で
あ
る 0
・
::

奥
丹
波
で
は
コ
は
女
性
語 、
口
丹
波
で
は
コ

は
男
性
語::・ 。

奥
村
三
雄
「
京
都
・

滋
賀
・

福
井」
(
『
方
言
学
講
座
』

昭
三
六)

コ
は
男
性
語 、
ケ
は
女
性
語::: 。

岩
井
隆
盛
「
富
山
・

石
川
」
(
『
方
言
学
講
座
』)

ソ
l
カ
(
そ
う
か)
、

ソ
l
ケ
(
そ
う
で
す
か)
、

シ
ラ
ン
ガ
イ
(
知
ら
な

い
の
だ)
、

シ
ラ
ン
ゲ
l
(
知
ら
な
い
の
で
す)
、

イ
カ
ン
コ
(
行
か
な
い
か)

と 、
ケ
の
方
に
は
必
ず
「
で
す」
が
つ
い
て
い
る 。

図
F)

ヂ

刊ム/

西
宮一
民
「
奈
良」
(『
方
言
学
講
座』) 。

奈
良
北
部、

カ
(
純
疑
問)、

ケ
(
親
愛
疑
問)、

北
部
高
原
地
方
(
山
添

村)

で
コ
(
卑
蔑
疑
問)
、

南
部
で
コ
(
尊
敬
疑
問)

西
宮
一

民
「
奈
良
県
方
言
」
(
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』)

疑
問

(
X)
は
待
遇
に
無
関
係

ソ
|

ケ
l

親
し
み

男
女-一

北
部一
般

ソ
l

カ
l

(
×)

男
女一

ソ
l
コ
l

敬
い

男
女}一
吉
野
郡
天
川
村

ソ
l
カ
l

見
下
げ

男
女-

ソ
l

ケ
l

敬
い

男
女}一
奈
良
市
の
東
部
添
上
郡
山
辺
郡

ソ
|コ
l

見
下
げ

男
女-

山
本
俊
治
「
大
阪
府
方
言
」
(
『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』)

三
島
郡
で
は
淀
川
添
い
の
三
島
町
鳥
飼
で
デ
ラ
レ
ヘ
ン
ヤ
ン
ケ
が
き
か
れ

る 。
更
に
北
端
能
勢
町
で
は
カ
よ
り
も
て
い
ね
い
な
言
い
方
と
し
て
ケ
が
伎

わ
れ
る 。
ζ
乙
で
は
さ
ら
に
コ
も
使
わ
れ
る 。
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方
で
あ

る 。
土
地
の
人
は
ア
ル
ケ・
ア
ル
カ・
ア
ル
コ
の
待
巡
差
は 、
ア
ル
ネ・
ア

ル
ナ・
ア
ル
ノ
の
待
遇
差
に
相
当
す
る
と
い
う 。

右
の
よ
う
に 、
疑
問
を
あ
ら
わ
す
「
か」
は
近
畿
で
は 、
カ-
ケ・
コ
の
三

騒
が
あ
り 、
各
地
に
お
い
て
そ
の
待
遇
差
が
あ
り 、
ケ
が
「
敬
い」
や
「
丁
寧」

で
あ
っ
た
り
「
ぞ
ん
ざ
い」
で
あっ
た
り
し
て
い
る 。
コ
も
同
様
で
あ
る 。
何

故
そ
う
な
る
の
か 、
乙
れ
に
つ
い
て
拙
著
『
兵
庫
県
方
言
文
法
の
研
究』
(
昭

五
四)
の
「
丹
波市川」
で
少
し
ふ
れ
て
い
る 。

(
丹
波
「
氷
上
郡
・

多
紀
郡
」)

疑
問
を
あ
ら
わ
す
終
助
詞
に、

カ
・

ケ
・

コ
の
三
つ
が
あ
り 、
コ
は
五
十
才
以
上
の
人
で
行
ク
ケ
の
よ
う
に
ケ
を
用
い

る
乙
と
が一
般
で 、
行
ク
カ
の
よ
う
に
カ
は
若
い
女
の
人
が
用
い
る
と
い
う

10 
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こ
と
だ
か
ら 、
こ
こ
で
は
コ
が
最
も
古
く 、
カ
が
最
も
新
し
い
と
い
う
こ
と

に
な
る 。
そ
し
て 、
ケ
が一
般
的
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
単

な
る
ケ
は
対
等
に
用
い
る
が 、
先
生
行
ッ

テ
ケ
(
お
行
き
に
な
り
ま
す
か)

の
よ
う
に
テ
ヤ
敬
語
の
テ
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る 。
コ
は
古
い
か
ら

か 、
対
等 、
対
下
に
用
い
て 、
オ
マ
エ
行
ク
コ
(
お
前
行
く
か)
の
よ
う
に

な
る 。
対
称
に
ア
ン
タ
を
用
い
る
と 、
ア
ン
タ
行

y
テ
ケ
の
よ
う
に
テ
ヤ
敬

語
と
と
も
に
ケ
を
用
い
る
乙
と
が
多
い 。

と 、
拙
著
で
は
カ・
ヶ・
コ
の
待
遇
差
は
そ
の
地
で
そ
の
語
の
新
古
に
よ
る
も

の
と
考
え
た 。

近
微
に
お
け
る
カ・
ケ・
コ
と
そ
の
待
遇
差
に
つ
い
て
地
図
に
書
い
た
も
の

が
(
図
F)
で
あ
る 。

(
図
F)
の
(
O)
は
対
上 、
(
×)
は
対
下
と
す
る 。
対
上
と
は
右
の
諸
氏

が
「
敬
い」
「
親
愛」
「
丁
寧」
な
ど
と
記
し
た
も
の
で
あ
り 、
さ
ら
に 、
女

性
語 、
な
い
し 、

男
女
と
あ
り
女
性
が
よ
り
多
く
用
い
る
も
の
も
乙
れ
に
入
れ

る 。
一
般
に
女
性
語
は
て
い
ね
い
な
感
じ
に
な
る
ζ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る 。

対
下
は
「
ぞ
ん
ざ
い」
「
卑
蔑」
な
ど
と
記
し
て
あ
る
も
の
で 、
乙
れ
に
は
男

性
語
も
入
れ
る
ζ
と
に
す
る 。
一
般
に
男
性
語
は 、
ぞ
ん
ざ
い
の
感
を
与
え
る

乙
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る 。

(
図
F)
の
近
畿
中
央
出
で
ケ
が
対
下
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
ζ
れ
を
(
イ)

地
域
と
す
る 。
そ
の
外
側
の
二
本
線
で
連
ね
た
地
域
は
ケ
が
対
上 、
コ
が
対
下

に
な
っ

て
い
る 。
ζ
れ
を
(
ロ)
地
域
と
す
る 。
さ
ら
に
そ
の
外
側一
本
線
地

域
は
コ
が
対
上
に
な
っ

て
い
る 。
乙
れ
を
(ハ)
地
域
と
す
る 。

ζ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
る 、
近
畿
中
央
部
の
イ
地
域
で
は
ケ
の
言

い
方
は
古
く
な
っ

て
し
ま
っ
た 、
そ
れ
が
よ
り
周
辺
部
の
ロ
地
域
に
移っ
た 、

ロ
地
域
で
は
新
し
く
と
り

入
れ
た
語
形
で
あ
る
の
で
対
上
に
な
る 。
一
般
に 、

よ
り
文
化
的
中
心
地
か
ら
新
し
く
入っ
た
語
形
は 、
よ
い
感
じ
の
語
と
し
て
と

り
入
れ
る 。
ま
た 、
新
し
い
語
形
を
早
く
と
り
入
れ
る
の
は
若
い
女
性
で
あ

る 。
そ
れ
が
女
性
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
聞
は
山伏
し
て
惑
い
感
じ
の
卑
蔑
語

に
は
な
ら
な
い 。
そ
れ
が

や
が
て
男
も
使
う
よ
う
に
な
り 、
更
に 、
古
く
な
れ

注6

ば
対
下
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る 。

二
本
線
の
ロ
地
域
で
ケ
が
新
し
く
入っ
て
き
た
た
め
に
今
ま
で
使っ
て
い
た

コ
は
古
く
対
下
に
な
る 。

コ
が
そ
の
外
側
のハ
地
域
応
移っ
て
対
上
に
な
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か 。

指
定
助
動
詞
ヤ
は 、
先
花 、
約
百
四
十
年
前 、
江
戸
期
に
大
阪
の
女
性
語
と

し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
記
し
た 。
そ
れ
が
現
在
で
は
近
畿
全
般
に
広

が
り
男
女
と
も
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た 。

ケ
に
つ
い
て
も 、
西
宮
氏
の
「
奈
良
県
方
言」
に
女
の
方
に
傍
線
が
つ
い
て

い
る
よ
う
に 、
女
性
が
用
い
る
こ
と
が
多
く 、
そ
れ
を
男
性
も
用
い
る
と
な
っ

て
い
る 。

関
西
で
は
女
性
語
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
が
や
が
て
男
性
も
用
い
る
よ
う
に

な
り
そ
れ
が
関
西
弁
と
な
っ

て
広
が
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
だ 。

関
西
弁
は
も
と
も
と
女
性
語
で
あ
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
だ
が 。

島
田
勇
雄
「
大
阪
弁
命
令
法
に
つ
い
て」(『
方
言
研
究

第
十
集』
昭一
九)

で 、
ハ
ヨ 、
行
キ
(
早
く
行
け
て
苫
キ
(
書
け)
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
連
用
形

命
令
法
は
も
と
も
と
江
戸
期
の
女
性
語
で
あっ
た
と
い
う 。

現
在 、
近
畿
全
般
に
広
が
っ

て
い
る
命
令
法
で
あ
る 。

で
は 、
関
東
で
は
ど
う
な
の
か 、
ζ
れ
に
つ
い
て
は 、
古
田
東
朔
「
明
治
初
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郊
の
東
京
語
と
『
口
語
法』」(「
都
立
大
学
方
言
学
会
会
報

第
三
九
号」
昭
五

O) 、
後
藤
剛
「
平
岡
篤
胤
の
諮
本
に
於
け
る
待
遇
表
現」
(「
目
白
学
問
女
子

短
大
研
究
紀
要
一
六」
昭
五
O)
の
二
つ
の
論
文
が
あ
る 。
古
田
氏
の
も
の

は
口
頭
発
表
の
要
旨
で
あ
る
が 、
い
ず
れ
も
今
日
の
東
京
語
の
も
と
に
な
っ
て

い
る
江
戸
の
町
乙
と
ば
は 、
当
時
の
教
義
人
の
と
と
ば 、
上
流
武
士
の
と
と
ば

が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
乙
と
を
述
べ
て
い
る 。

と
な
れ
ば 、
関
東
弁
は
江
戸
期
の
男
乙
と
ば
が
も
と
に
な
っ
て
い
て 、
そ
れ

を
女
性
も
使
う
よ
う
に
な
っ

た 。

関
西
弁
は
江
戸
期
の
女
性
語
が
も
と
に
な
っ
て
い
て 、
そ
れ
を
男
性
も
使
う

よ
う
に
な
っ
た 。
と
い
え
よ
う
か 。

関
東
弁
の
歯
切
れ
の
よ
さ
と 、
関
西
弁
の
や
さ
し
さ
と
い
う
も
の
も
乙
う
い

う
こ
と
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
か 。
あ
る
い
は
関
西
で
は
今
も
女
性
語
の
先
行

が
あ
り
直
接
的
で
な
く
もっ
て
廻
っ
た
よ
う
な
言
い
方
が
あ
る
の
も
こ
の
た
め

だ
ろ
う
か 。

注
1

(
図
A)
で 、
当
時 、
近
畿
は
ジ
ャ
と
並
用
と
は
い
え
ヤ
が
全
般
に
広
ま

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が 、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば 、
ζ
の

ヤ
は
ど
く
弱
い
も
の
で
あ
っ

た
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
る。
ま
た 、
東
山
陰

に
あ
っ

た
と
し
て
・も
ど
く
弱
い
ヤ
で
あ
っ

た
の
で
ダ
の
勢
力
に
お
さ
れ
て

い
っ

た
ん
消
え
た
も
の
と岡山
わ
れ
る。

注
2

(
図
D)
(
図
E)
は
但
馬
で
あ
る。
(
図
C)
の
朝
来
郡
以
北
で
あ
る。

注
3

合
計
が
百
パ
ー

セ
ン
ト

を
超
え
る
も
の
が
あ
る
が 、
併
用
は
二
巡
り
に

か
ぞ
え
た
か
ら
で
あ
る。

注
4

笠
岡
市
駅
前
商
庖
街
は
居
と
居
住
と
が
同
じ
で
あ
る
も
の
が
多
い。
商

底
街
の
若
い
女
性
は
ヤ
の
方
が
柔
か
く
感
じ
が
よ
い
と
言
っ

て
い
た 。

注
5

藤
原
与一
『
瀬
戸
内
海
域
方
言
の
方
言
地
理
学
的
研
究』

l|
「
瀬
戸

内
海
言
語
図
巻」
付
録
説
明
書
(
昭
五
二
少
年
府
と
な
る
と
ヤ
の
勢
力

が
老
年
商
図
に
比
べ
て
な
お
す
と
し
く
西
に
広
が
っ

て
い
る。
愛
媛
県
本

土
中
央
部
に
近
い
島
々
に
も
ヤ
が
見
ら
れ 、
さ
ら
に
九
州
沿
岸
お
よ
び
姫

μ
に
も
ヤ
が
見
ら
れ
る。
内
海
域
で
ヤ
は
し
ぜ
ん
に
西
に
ひ
ろ
が
っ

て
い

る
の
で
あ
る。
:::

ヤ
が
い
ま
と
の
少
年
間
図
で
勢
力
の
拡
大
を
見
せ
て

い
る
の
は
興
味
深
い
と
と
で
あ
る。
共
通
語
の
ダ
の
流
布
が
教
育
面
で
著

し
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
方雪一口
形
ヤ
が
新
し
い
世
代
の
中
で
そ
う
と
う

の
勢
力
を
見
せ
て
い
る。
察
す
る
に
ヤ
は
ジ
ャ
を
軽
め
た
簡
易
形
で
語
感

も
や
わ
ら
か
く 、
い
わ
ば 、
か
な
り
よ
い
感
じ
の
乙
と
ば
で
も
あ
る
の
で

よ
く
生
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

注
6

兵
庫
県
下
で
は 、
古
い
言
い
方
に
な
っ

た
「
行
く
ゾ」
の
ゾ
に
ナ
を
つ

け
て
「
行
く
ゾ
ナ」
と
な
る
と
い
く

分
て
い
ね
い
な
感
じ
に
な
っ

て
い
る

と
い
う
と
と
が
あ
る。

12 
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